
 

 

 
１１月７日、日本共産党地区委員会と市

議団は、幸山市長に、来年度予算編成につ

いて、約１６０項目の要望書を提出し、く

らしと福祉を守る予算編成を求めました。 

3.11 東日本大震災から 8 カ月。未曽有の

大災害から教訓とすべは、防災のまちづく

りと原発からの速やかな撤退と再生可能な

自然エネルギーへの転換を図るなど、いの

ち最優先のまちづくりを進めることです。  

また、国による「税と社会保障の一体改

革」により、消費税大増税と社会保障の切

・ 原発ゼロ、自然エネルギーへの転換を国に働

きかけること。 

・ 自然エネルギー（太陽光、小水力、風力、バ

イオマスなど）推進に積極的に取り組むこと。 

・ 東日本大震災を踏まえた「地域防災計画」の

見直しを進めること。 

・ 防災面からも、消防５署体制を速やかに実現

すること 

・ 防災・備蓄倉庫を増やし、物資の配備を拡充

すること。 

・ 「自主防災クラブ」への支援を拡充すること。 

・ 一般会計からの繰り入れを増やし、国

民健康保険料の引き下げを行うこと。 

・ 収納率の向上につながらない資格証

明書の発行を中止すること。 

・ さくらカードの利用者負担を引き上

げないこと 

・ 介護保険の改悪（要支援１・２を保険

給付の対象外にする、所得 200 万円

以上を対象に２割負担の導入）を中止

するよう国に求めること。 

・ 待機者が 3000人を超える特別養護老

人ホームなどの整備を行うこと。 

・ 尐人数学級をすべての学級へ。 

・ 小中学校へエアコンを設置する

こと。 

・ 学級支援員をすべての小中学校

に配置すること。 

・ 児童育成クラブの第 2 子、3 子へ

の減免拡充。 

・ 子ども医療費無料化の対象を中

学生まで拡充すると同時に、自己

負担を撤廃すること。 

・ 認可外保育園に対する助成額を

抜本的に拡充すること。 

・ ５歳児検診の実施を。 

・ ３０００人規模の国際会議

場などハコモノ優先をやめ

ること。 

・ 産文会館の再開を。 

・ 住宅リフォーム助成制度の

実施で、地域経済の振興を。 

・ ワンコインで利用できるな

ど、市民が使いやすい区バ

スを。 

 そのほか、農漁業支援策の

充実、地下水保全・温暖化対

策など環境対策の推進、動植

物園の有料化の見直しなどを

要望しました。 
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  写真 

り捨てが一体となって進められよ

うとしており、身近な自治体の役

割が問われています。 
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先
日
、
子
ど
も
が
通
う
保
育
園
の
運
動
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
１
歳
半
に
な
る
娘
に
と
っ
て
初
め
て
の
運
動
会
で
し
た

が
、
滑
り
台
に
「
よ
い
し
ょ
よ
い
し
ょ
っ
」
と
登
る
姿
な
ど
、

家
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
の
成
長
に
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
年
長
さ
ん
た
ち
の
跳
び
箱

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
が
選
ん
だ
高
さ
で
挑
戦
を

し
ま
す
。
緊
張
の
ド
キ
ド
キ
や
ワ
ク
ワ
ク
が
溢
れ
だ
し
た
子

ど
も
の
跳
躍
に
、
会
場
の
全
て
の
人
が
声
援
を
送
り
ま
す
。

失
敗
を
し
て
も
そ
こ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
の
、
「
失
敗
し
て
も
う
一
度
挑
戦
し
た
い
」
と
の
お
も

い
を
尊
重
し
、
全
て
の
子
ど
も
が
飛
び
終
え
る
ま
で
跳
び
箱

は
続
き
ま
す
。
最
後
の
一
人
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
踏
切
台
を

蹴
り
、
お
尻
が
跳
び
箱
を
超
え
た
瞬
間
…
会
場
全
体
が
我
が

こ
と
の
よ
う
に
喜
ぶ
雰
囲
気
に
、
心
が
ジ
ー
ン
と
な
り
、
涙

が
出
ま
し
た
。
こ
う
あ
り
た
い
と
願
う
子
ど
も
の
素
直
な
思

い
を
支
え
る
た
め
、
保
育
者
や
保
護
者
が
力
を
合
わ
せ
る
。

子
育
て
の
楽
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
、
子
ど
も
が
大
好
き
に

な
る
と
て
も
素
晴
ら
し
い
運
動
会
で
し
た
。 



（後期高齢者広域連合第２回定例議会報告） 

 

 

後期高齢者広域連合議会が 11 月 7 日、午後 1 時からホテル熊本テルサで開

催されました。2010 年度決算審査では、益田牧子市議と荒木俊彦大津町議が質

疑と反対討論を行いました。一般質問を行い、健診・人間ドッグの充実と国の財政

交付金確保や審査支払い手数料の単価引き下げ、3 ヵ月ごとの医療費通知などの

経費削減を行い、剰余金を活用し、来年度「保険料引上げ」の中止を求めました。 

 

質疑・一般質問の時間を増やし、議会の活性化を！ 
広域連合議員の低い議会出席率 ５３．１％～７８・１％ 

議会名 第 1回 

定例会 

第 1回 

臨時会 

第 2回 

定例会 

定数 32 32 32 

出席議員 22 25 17 

欠席議員 10   ７ 13 

欠員   ０   ０   2 

出席率 ６８．８％ ７８．１％ ５３．１％ 

3 ヶ月短期保険証をせめて 6 ヶ月へ改善を！ 
保険料の収納対策として実施されている 

短期保険証の発行件数が、1721件で、昨 

年より、583件増加しています。 

益田議員は、幸山連合長に、「熊本市の 

国保は、本年から 3 ヶ月の短期保険証から 

6 ヶ月に延長した。慢性疾患を持つ高齢者 

の場合、せめて 6 ヶ月に変更すべきだ」と 

改善を求めました。収納対策には、親切な 

個々面接での対応こそ大切です。 

 

地方議会の常識では考えられません 

10年度の広域連合議会の議員の

出席率は、左表のように、低調です。 

益田議員は、高齢者の命・健康に

係わる議会であり、出席率を高め、

九州でも一番短い質疑 5 分、一般

質問 10分の改善を求めました。 

市町村名 11年 8月 10年 11月 

熊本市 804 580 

天草市 147 106 

八代市 92 69 

人吉市 78 42 

玉名市 69 40 

県下の合計 1721 1138 

11 年度発行０の５町村：美里町、玉東

町、南関町、和水町、五木村 

2010年度は 68億円の黒字決算 
12・13年度保険料の引上げはストップを！ 

益田議員は、11 年度の決算見込み

と次期保険料の改定について質疑を

行いました。「10 年度からの繰越への

保険料剰余金は約 53 億円、本年度

は、震災の影響で、国の超過交付金

交付が望めず、単年度収支が赤字に

なる見込みです」と答弁。 

次期保険料は「保険料剰余金は、30

億円台の後半の見込みであり、この財

源は、次期保険料の上昇抑制財源に

全額当てる」と答弁がありました。 

 民主党は、「高齢者の負担増はしな

い」と公約しており、国への増額要望と

保険料引上げ中止を求めました。 

 

健診負担は九州最高、受診率は最低 8.84％ 

幸山連合長「受益者負担」と健診無料化を拒否 

 

 
九州の

県名 

健診 

負担額 

  受診率 

目標値 実績値 

沖縄 ０ 26.00％ 26.67％ 

大分 ０ 22.00％ 20.90％ 

宮崎 ０ 17.90％ 17.28％ 

福岡 500 円 16.00％ 15.98％ 

鹿児島 ０ 15.00％ 13.65％ 

佐賀 ０ 12.35％ 10.90％ 

長崎 ０ 13.00％ 10.72％ 

熊本 800 円 20.00％ 8.84％ 

全国  27％ 22.62％ 

 

九州各県の健診自己負担額と 

受診率～熊本は最低！ 

荒木俊彦町議は、保健事業の不

用額2億3670万円を質し、「受診率

が高い自治体では、医療費が少な

い」ことを示し、受診率を高めるため

に、健診費用無料化を求めました。 

幸山連合長は、「自己負担 800円

は、受益者負担の原則で医療機関

での検査と同様に 1 割程度」と答弁

し、無料化を拒否しました。 

九州では 6県が健診無料化 

健診自己負担の有料は福岡と熊

本の 2県のみ。熊本は最高額、一方

で、受診率は九州で最低。健康を守

るのは、自治体の大事な役割であ

り、受益者負担はなじみません。 

短期保険証発行の多い上位 5市の推移 


